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し て い る Ronald Langacker に よ る
Foreword があり， 続いて， ４人の編者
たちによる Chapter 1が全体の序論の
役割を果たす。Chapter 2以降 Chapter 
14までが本論に相当するわけである
が，これらの13の章は散文を扱った
Part I （Chapter 2-7） と韻文を扱った
Part II （Chapter 8-14） にそれぞれま
とめられている。最後に Afterword
と し て ‘from Cognitive Grammar to 
systems rhetoric’と題された認知言語









specificity, prominence, action chains, 




　Chapter 2 （Peter Stockwell, ‘War, 




可 能 な 場 合， 認 知 文 法 は， textual 





能 性 は あ る か。 以 上 の 目 的 で， 




clausal grounding, force dynamic 
modals, potential/projected reality, 




reference point model, dominion, 
semantic prosody, lexical priming, 
spreading activation である。
　Chapter 3 （Michael Pleyer & 
Christian W Schneider, ‘Construal and 
comics: the multimodal autobiography 
of Alison Bechdel’s Fun Home’） は， 
グラフィック・ノベル（長編コミック）
というジャンルの Alison Bechdel に
よる Fun Home を認知文法の概念であ





る profiling と viewing arrangement
の説明があり，続いてその視点からの








　Chapter  4  （Chloe  Harr i son , 
‘Attentional windowing in David 













Chloe Harrison は， この特殊な短編の
分析には Langacker による profiling
だ け で は 不 十 分 と し て， Talmy の 
windowing of attention 理論を併用す
る分析を提唱する。
　Chapter 5 （Sam Browse, Resonant 
Metaphor in Kazuo Ishiguro’s Never 
Let Me Go） は， 認知言語学における当
初からの基本的概念である metaphor
の視点から， Kazuo Ishiguro による
Never Let Me Go からの１文 （It seemed 
like we were holding on to each other 
because that was the only way to stop 










Metaphor Theory （Lakoff & Johnson 
1980, Lakoff 1993） の 枠 組 み と， 
grounding, force dynamics, epistemic 
modals, construal, dominion といった
認知文法の概念を用いて考察している。
　Chap t e r  6  （Lou i s e  Nu t t a l l , 
‘Constructing a text world for The 
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Handmaid’s Tale’） では， Gavins（2007）
や Werth （1999） らによって提唱され




Text World Theory は Halliday の







による The Handmaid’s Tale を，特
に認知文法における prominence の視
点から profiling, trajectory/landmark, 
alignment 等の概念を用いて分析して
いる。
　Chapter 7 （Elzbieta Tabakowska, 
‘Point of view in translation: Lewis 
Carro l l ’s  Al ice  in grammat ica l 
wonderlands’） は， 文学作品を翻訳す
る際に問題となる point of view （視
点） に焦点を置いた論考である。まず
著者は従来の Cognitive Translation 
Study に お い て は， 研 究 の 焦 点 は







け て い る。 具 体 例 と し て，Lewis 
Carroll の Alice in Wonderland を 著
者がポーランド語に翻訳する過程を話
法（direct speech, indirect speech, 














Chapter 8（Clara Neary, Profiling the 








（Anne Pdivarinta, Foregrounding the 
foregrounded: the literariness of Dylan 
Thomas’s ‘After the funeral’） も前章
と 同 様 に figure/ground, trajector/ 
landmark の考え方を手掛かりとして
Dylan Thomas が ‘After the funeral’
で構築した ‘the detached treatment 
of grief’を探ることを目的としてい




Conceptua l  proximity and the 
experience of war in Siegfried 




の ‘A Working Party’中に表れる -ing
形の分布， 三人称代名詞 he, reference 
point（参照点），action chain（行為




Pincombe, Most and now: tense and 
aspect in Balint Balassi’s ‘Aldott szep 
piinkiisdnek’） は， ハンガリー語によ
る詩 ‘Aldott szep piinkiisdnek’ を英訳
する際に問題となる時制と相を認知文
法の点から考察した論考である。
Chapter 12 （Wenjuan Yuan Fictive 
motion in Wordsworthian nature） は， 
Talmy （2000） ら が 提 唱 す る fictive 
motion（虚構的移動）の概念を用い
て Wordsworth の自然描写を考察し
ている。最終章の Chapter 14 （Alina 
Kwiatkowska, Representing the 
represented: verbal variations on 
Vincent’s Bedroom in Arles） で は， 
ゴッホ有名な絵画『アルルの寝室』に





ち，reference point, dominion, target
という認知文法の概念に言及してその
複雑性を検討する。
　Chapter 13 ‘The cognitive poetics of 
if ’ は， 英詩の伝統の中で条件節の構
造がいかに使用されてきたについて， 
14世紀の Chaucer から現代の Atwood
までの13の詩に言及しつつ考察したも
のである。著者の Craig Hamilton は， 






摘される。続いて， British National 









Dancygier & Sweetser （2005） の考え
方と Fauconnier （1994, 1997） の Mental 
Spaces Theory が採用されることが述
べ ら れ る。4. Poetic examples で は，




a） 条件節 （P） と帰結節 （Q） の統語
上の位置 （P， Q のどちらが先行する
か）， b） １つの条件構造における P/Q
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書　　　評
それぞれの数，c） 節中の （法助） 動詞
の時制・相・法の振る舞いである。分
析の結果， a） については， If P, Q：８
例， If P Q：４例， Q if P：１例， Q, If：
用例なし。b） については， 例えば， If 
poisonous minerals, and if that tree/
Whose fruit threw death on else-
immortal us, /If lecherous goats, if 
serpents envious/Cannot be damned, 
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